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はじめに

本書はオープンソースソフトウェア「Redmine」の初心者の方向けに、知っていると便利で簡単なテクニックを紹介します。Redmineをより便利に、効率よく使いこなすためにぜひチェックしてみてください！

また、本書に記載の内容はRedmine.JP Blog（http://blog.redmine.jp/）で連載していた以下の記事をまとめたものです。


	Redmineワンポイントチェック最終回・全11回総集編

	はじめてのRedmine使いこなし術最終回・全19回総集編



表紙イラスト：たかのあきこ（@akiko_pusu）








(1)ユーザーは「削除」ではなく「ロック」をする

ユーザーの異動・退職などでRedmineにアクセスできないようにするときに、「削除」か「ロック」どちらにすべきか迷ったことはありませんか？

ユーザーを削除すると、そのユーザーがこれまでチケットを作成したり更新した情報から名前が消えてしまいます。そのユーザーが担当者になっていたチケットについては担当者が空欄になります。また、削除したユーザーは元に戻すことができません。


 削除したユーザーは匿名ユーザーと表示され、誰が更新したチケットなのかわからなくなってしまいます。


不要なユーザーはロックする

ユーザーをロックすると、そのユーザーはRedmineにアクセスできなくなります。また、プロジェクトのメンバーの一覧や担当者を選択するプルダウンメニューからも表示されなくなります。

ロックされたユーザーの名前は注記などの履歴にはグレーで表示されます。また、ロックしたユーザーはロックを解除すれば、いつでも利用を再開することができます。

メンバーの異動や退職などでRedmineを利用しなくなったユーザーは「ロック」をしましょう。




ロックとアンロックの方法

ユーザーをロックするには「管理」→「ユーザー」の画面で「ロック」をクリックします。

ロックを解除するには、「管理」→「ユーザー」の画面でステータスは「ロック」を選び「アンロック」をクリックします。












(2)URLに入力値を埋め込んでチケット作成のテンプレートを実現する

「新しいチケット」画面のURLには、説明欄やカスタムフィールドのデフォルト値を含めることができます。この機能を利用すればチケット作成のためのテンプレートを作ることができます。

毎回決まった文字を入力することが多い場合や説明欄に入力例を入力しておきたい場合などに、テンプレート用URLを作っておくとチケット作成にかかる時間が短縮できて便利です。URLはプロジェクトの「概要」画面やWikiに掲載するなどしておくことが考えられます。



例えば上の作成画面は下記のURLから表示しています。


http://redmine.example.com/redmine/projects/system/issues/new?issue[subject]=&issue[description]=h2.%20%E6%A6%82%E8%A6%81%0A%0Ah2.%20%E5%86%8D%E7%8F%BE%E6%89%8B%E9%A0%86%0A%0Ah2.%20%E6%9C%9F%E5%BE%85%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E7%B5%90%E6%9E%9C%0A%0Ah2.%20%E5%AE%9F%E9%9A%9B%E3%81%AE%E7%B5%90%E6%9E%9C%0A%0Ah2.%20%E4%BD%BF%E7%94%A8%E7%92%B0%E5%A2%83&issue[tracker_id]=1&issue[assigned_to_id]=6&issue[due_date]=20170213&issue[estimated_hours]=5&issue[done_ratio]=10&issue[custom_field_values][9]=5&issue[watcher_user_ids][]=7



テンプレート用の作り方

まずはいつも通りチケット作成画面を開きます。このURLの後ろに、デフォルト値を入力したい項目に対応するキーとデフォルト値を key=value の形式で追加します。

http://redmine.example.com/redmine/projects/system/issues/new


入力したい項目に対応するキーを調べるために、チケット作成画面の上で右クリックして「ページのソースを表示」をクリックします。



例えば上の画面例からは、トラッカーに対応するキーは issue[tracker_id] であること、それぞれのトラッカーに対応する値はバグ＝1、機能＝2、サポート＝3であることがわかります。

このとき、トラッカー「サポート」をデフォルトで選択するURLは次のようになります。


http://redmine.example.com/redmine/projects/system/issues/new?issue[tracker_id]=3


そのほかの項目についても同じように調べて入力します。トラッカーとステータスなど複数の項目に同時に値を設定したいときは & でつなげます。


http://redmine.example.com/redmine/projects/system/issues/new?issue[tracker_id]=3&issue[status_id]=2


それぞれの項目は次の表のように入力します。



	
項目名

	
入力内容




	
トラッカー

	
issue[tracker_id]=トラッカーID




	
題名

	
issue[subject]=テキスト
(日本語を入力する場合はURLエンコードをします)




	
説明

	
issue[description]=テキスト
(日本語を入力する場合はURLエンコードをします)




	
ステータス

	
issue[status_id]=ステータスID




	
優先度

	
issue[priority_id]=優先度ID




	
担当者

	
issue[assigned_to_id]=担当者ID




	
カテゴリ

	
issue[category_id]=カテゴリID




	
対象バージョン

	
issue[fixed_version_id]=対象バージョンID




	
親チケット

	
issue[parent_issue_id]=親チケット番号




	
開始日

	
issue[start_dat]=20170201




	
期日

	
issue[due_date]=20170201




	
予定工数

	
issue[estimated_hours]=3




	
進捗率

	
issue[done_ratio]=10




	
カスタムフィールド

	
issue[custom_field_values][カスタムフィールドID]=5




	
ウォッチャー

	
issue[watcher_user_ids][]=2






値を複数選択する場合

ウォッチャーやカスタムフィールドのリスト形式の項目など、複数選択できる項目に対して複数の値を指定するときは以下の点に注意します。


	issue[watcher_user_ids]と=IDの間に [] を入力する

	選択する値の数だけ繰り返し入力する





例えば、ウォッチャーにユーザーIDが6と7であるユーザーを選択する場合のURLは次のようになります。


http://redmine.example.com/redmine/projects/system/issues/new?issue[watcher_user_ids][]=6&issue[watcher_user_ids][]=7







テンプレート用URLでチケットを作成する

URLが作成できたら、ブラウザのブックマークに登録しておいたり、プロジェクトの概要画面に表示すると便利です。 プロジェクトの概要画面に表示するには、プロジェクトの「設定」→「情報」タブ→説明に入力します。











(3)コンテキストメニューを使って複数チケットをまとめて更新する

チケットは一覧画面やロードマップ画面から複数チケットをまとめて更新できます。チケット操作効率がアップするのでぜひ活用してみてください。




	チケット一覧画面で一括更新したい複数のチケットを以下のどちらかの方法で選択します




	「Ctrlキー（Windows）」/「⌘キー（Mac）」を押しながらチケットのリンクでないところをクリック

	左端のチェックボックスにチェックを入れる




	チケットのリンクでないところを右クリックしてコンテキストメニューを表示します

	選択した複数のチケットのステータスや担当者をまとめて更新できます



※コンテキストメニューに表示されない「予定工数」や「親チケット」などの項目を更新するには、コンテキストメニュー内の「編集」をクリックしてください。「チケットの一括編集」画面が表示され、それらの項目も更新できます。










(4)ワークフローのチェックをまとめてON/OFFする

ロールとトラッカーの組み合わせによって変更できるステータスを設定する「ワークフロー」の画面で、チェックをまとめてON/OFFできる方法があります。ステータスの数が多いほど手間な操作ですが、この機能を利用すれば操作が楽になります。システム管理者の方は知っておくと便利です。


方法

「管理」→「ワークフロー」の画面で緑のチェックマークをクリック


	「現在のステータス」のチェックマークをクリック：すべてのチェックをON

	縦と横の緑のチェックマークをクリック：ステータスごと(行・列)にまとめてチェックをON/OFF







フィールドに対する権限の一括設定

また、「フィールドに対する権限」の設定では、プルダウンから「読み取り専用」や「必須」を選んだ後「»」をクリックするとまとめて選択することができます。





おまけ

Redmineには緑色のチェックマークがほかの画面にもあります。クリックすると同様にまとめてON/OFFすることができます。


	「管理」→「ロールと権限」→「権限レポート」

	「管理」→「プロジェクト」→「設定」→「メンバー」→「新しいメンバー」→「ロール」

	「管理」→「トラッカー」→「サマリー」













(5)トラッカーを正しく使おう

「トラッカー」はチケットを分類するカテゴリと誤解をされがちですが、実際は入力項目などを切り替える役割です。どのステータスを使うのか、どのフィールドを使うのかを定義します。

トラッカーを定義することで、トラッカーごとに使用するカスタムフィールドやワークフロー（どのステータスを使うのか、どのようなステータス遷移を許可するのか）を変えることができます。


トラッカーの役割①：使用するフィールド（入力項目）の組み合わせを定義

例えば、以下はどちらも「新しいチケット」画面ですが入力項目が異なります。

チケットの入力項目は、最初から用意されている「標準フィールド」と独自に追加できる「カスタムフィールド」の2種類があります。これらのフィールドのうちどれを使うのか、トラッカーごとに指定できます。



 バグ管理
 （バグの修正状況を記録するトラッカー）





 お問い合わせ
 （お客様からのお問い合わせの対応状況を記録するトラッカー）





トラッカーの役割②：使用するステータスと許可するステータス遷移を定義

チケットの状態を表すステータスはデフォルトのものだけではなく、使い方にあわせて追加や変更ができます。トラッカーとロールの組み合わせごとに定義できるワークフローの設定によって、どのステータスを使うのか、またどのようなステータス遷移（ステータスの流れ）を許可するのかができるのか設定できます。


 ワークフロー画面
 トラッカーごとにどのステータスを使うのか設定できます。




 Redmineのデフォルトのステータス遷移





 簡略化したステータス遷移
 シンプルなタスク管理に向いています。





 Webサイト運用を想定したステータス遷移
 制作中のコンテンツの今の状態と次に必要なアクションがわかります。





どんなときに新しくトラッカーを作る？

新しくトラッカーを作るときは、「このタスクではカスタムフィールドを使用する」ときや「ほかのタスクとは違う流れなので独自のステータスを追加したい」ときなどです。トラッカーを作るということは新たな種類の入力フォームを作ることだととらえるとわかりやすいのではないかと思います。

種類が異なるタスクだとしてもステータスの流れや項目名が同じでも構わない場合は同じトラッカーを使用するのが良いでしょう。例えば名称は「タスク」や「作業」など、どの業務にも当てはまるものが良いです。また、トラッカーは少ないほど運用が楽になります。ワークフローの定義がロール×トラッカーの数だけ存在するので、トラッカーを増やしすぎるとワークフローの数が増えて設定・管理が難しくなります。









(6)カスタムフィールドに入力した数値を集計して合計値を表示する

Redmineでは予定工数・作業時間を集計する機能がありますが、それ以外のフィールドでも数値を集計できます。そのためには数値型のカスタムフィールドを作ります。例えばRedmineを物品管理に使っているとき、仕入れた品の金額を集計してコスト管理などに利用できます。




カスタムフィールドの作成方法


	「管理」→「カスタムフィールド」→「新しいカスタムフィールド」→チケットを選択した状態で「次>>」をクリック

	形式「小数」または「整数」を選択、名称を入力、この項目を使用するトラッカー・プロジェクトにチェックを入れる

	「保存」をクリック




 数値型のカスタムフィールドにすることで集計が可能になる





合計値の表示方法


	チケット一覧画面で「オプション」を開く

	合計値を表示したいフィールドにチェックを入れる

	「適用」をクリック



オプションの「グループ条件」でフィールドを選ぶとフィールドごとにグループ分けをして合計値を表示することもできます。











(7)Redmineのチケット更新をSlackに通知する 【プラグイン不要】

Redmineのチケットなどの更新通知はメールで受け取る方法が一般的ですが、チャットツール「Slack」で通知を受け取ることもできます。

Slackに通知する方法としては redmine-slack プラグインがよく知られていますが、ここではSlackのRSSアプリを使う方法を紹介します。Redmineサーバ上での作業が不要なので導入のハードルが低いのがメリットです。



Redmineの活動画面やチケット画面では更新情報がAtomフィード(≒RSSフィード)として出力されるので、Slackにフィードを追加することで通知を受け取れます。


	本記事はSlackにサインインされた状態であること、またRedmineにインターネット経由でアクセスできることを前提としています。

	設定方法は下記ページを参考にしました。
 Slack に RSS フィードを追加する




RSS アプリをインストール


	https://slack.com/apps/A0F81R7U7-rss にアクセス


	「インストール」をクリック 


	「RSS インテグレーションの追加」をクリック 






App ディレクトリからフィードを追加する




	フィードURL：Redmineのプロジェクトの「活動」や「チケット」画面の一番下までスクロール→「他の形式にエクスポート: Atom」をクリックして表示されるURLを貼り付け 

	チャンネルへの投稿：任意のチャンネルを選択

	「このフィードを購読する」をクリック





通知条件を変える

担当者が自分のチケットのみ、 優先度が高いチケットのみなど、通知する更新情報の対象を変更することもできます。下記手順で取得したAtomフィードのURLには設定したフィルタの内容が含まれています。


	チケット一覧画面でフィルタより条件を設定する

	「適用」をクリックする

	「他の形式にエクスポート: Atom」をクリックする











(8)sudoモードでセキュリティ上重要な操作前にパスワード入力を強制

sudoモードの設定を行うと、セキュリティ上重要な影響がある操作を実行する前にパスワードの入力が要求されるようになります。ユーザーが席をはずしたすきに第三者が不正に操作して設定変更などを行うのを防ぐことができます。




パスワード入力が要求される操作


	自分自身のアカウント情報の変更

	ユーザー、グループ、ロールの作成・変更・削除

	ユーザーのメールアドレスの追加・変更・削除

	プロジェクトのメンバーの追加・変更・削除

	「管理」画面へのアクセス、設定変更

	LDAP認証の認証モードの変更・削除

	プロジェクトの削除





設定方法

1. Redmineのサーバ上の設定ファイル configuration.yml を開く


cd /var/lib/redmine
vim config/configuration.yml


2. sudoモードを有効にするための設定を追加する

configuration.yml に sudo_mode と sudo_mode_timeout の設定を追加してください。

production:
  email_delivery:
    delivery_method: :smtp
    smtp_settings:
      address: "localhost"
      port: 25
      domain: redmine.example.com

  sudo_mode: true
  sudo_mode_timeout: 15




	
キーの名称

	
説明




	
sudo_mode

	
trueを指定するとsudoモードが有効になり、セキュリティ上重要な影響がある操作を実行する前にはパスワード入力が求められるようになります。




	
sudo_mode_timeout

	
最後にsudoモードのパスワード入力を行ってから次にパスワードを入力を求められるまでの時間（分単位）。デフォルトは15分です。





3. Redmineを再起動する

configuration.yml の変更を有効にするためにRedmineを再起動してください。

再起動の手順は使用しているアプリケーションサーバにより異なりますが、Passengerの場合は以下のようにします。


touch tmp/restart.txt










(9)REST APIを使ってユーザーを一括登録する

Redmineにはユーザーを一括で登録する機能がないためWebブラウザの画面上で一人ずつ手入力する必要がありますが、REST APIを使えばCSVファイルを読み込んだりコマンドの実行でユーザーを一括登録することができます。

REST APIは、外部のアプリケーションがRedmine上の情報にアクセスできるようにするための仕組みです。


事前準備

本記事では３つの方法をご紹介いたします。

まずは、REST APIを利用するための設定を行います。本記事で紹介するいずれの方法でもREST APIを利用します。


	「管理」→「設定」→「API」→「RESTによるWebサービスを有効にする」をON

	「保存」をクリック





REST APIを有効にしたら、下記の方法でユーザー登録が可能になります。


	【方法１】Windows用フリーソフトウェアを利用して登録

	【方法２】UNIX系OSのコマンドラインから登録

	【方法３】Rubyスクリプトによる登録





【方法1】Windows用フリーソフトウェア

Windows用のフリーソフトウェアがインターネット上に公開されています。 詳しい方法は以下のページをご覧ください。


	RedmineのユーザーをCSVから一括登録するプログラムを作った - YoshinoriN’s Memento
 https://yoshinorin.net/2017/04/16/create-redmine-user-import-from-csv/





【方法2】UNIX系OSのコマンドラインを実行

LinuxやmacOSなどUNIX系OSのコマンドラインで curl コマンドを利用します。

コマンドのテンプレート:

curl -v http://redmine.example.com/users.json --user ログインID:パスワード --header 'Content-type: application/json' --data '{"user": {"login": "ログインID", "password": "パスワード", "firstname": "名", "lastname": "姓", "mail": "メールアドレス"}}'


	http://redmine.example.com の部分は実際のRedmineのURLに置き換えてください

	--user のあと指定する ログインID:パスワード には、システム管理者権限を持つユーザーのログインIDとパスワードを入力します。



実行例:

curl -v http://redmine.example.com/users.json --user admin:HRg7ih3H --header 'Content-type: application/json' --data '{"user": {"login": "akada", "password": "bXjxfDw7", "firstname": "舞", "lastname": "赤田", "mail": "akada@example.com"}}'


登録用コマンド一覧の作成方法（一例）

①表計算ソフトでログインID、パスワード、氏名、メールアドレスを記載した表を作成



②それらの文字列をつなぎ合わせてcurlコマンドのコマンドライン文字列を作成する数式を作成

="curl -v http://redmine.example.com/users.json --user admin:admin --header 'Content-type: application/json' --data '{""user"": {""login"": """ & A2 & """, ""password"": """ & B2 & """, ""firstname"": """ & C2 & """, ""lastname"": """ & D2 & """, ""mail"": """ & E2 & """}}'"

③数式をすべての行にコピーすることでコマンドの一覧が得られる



④得られたコマンドの一覧をLinuxのコマンドラインに貼り付けて実行

curl -v http://redmine.example.com/users.json --user admin:admin --header 'Content-type: application/json' --data '{"user": {"login": "akada", "password": "ryF77B24", "firstname": "舞", "lastname": "赤田", "mail": "akada@example.com"}}'
curl -v http://redmine.example.com/users.json --user admin:admin --header 'Content-type: application/json' --data '{"user": {"login": "kameda", "password": "Qwb3myJN", "firstname": "三郎", "lastname": "亀田", "mail": "kameda@example.com"}}'
curl -v http://redmine.example.com/users.json --user admin:admin --header 'Content-type: application/json' --data '{"user": {"login": "sasaki", "password": "8xyJGr7A", "firstname": "健太", "lastname": "佐々木", "mail": "sasaki@example.com"}}'
curl -v http://redmine.example.com/users.json --user admin:admin --header 'Content-type: application/json' --data '{"user": {"login": "yamaguchi", "password": "2QGHraNE", "firstname": "裕子", "lastname": "山口", "mail": "yamaguchi@example.com"}}'
curl -v http://redmine.example.com/users.json --user admin:admin --header 'Content-type: application/json' --data '{"user": {"login": "suzuki", "password": "4TFjf94j", "firstname": "良介", "lastname": "鈴木", "mail": "suzuki@example.com"}}'




【方法3】Rubyスクリプトを実行

CSVファイルを読み込んでユーザーを登録するRubyスクリプトを利用します。

スクリプト:
 https://gist.github.com/vividtone/15ed9b221d4cbd54d744

あらかじめ以下のようなユーザー登録情報一覧のCSVファイルを作成します。

CSVファイルの例:

akada,password,舞,赤田,akada@example.com
kameda,password,三郎,亀田,kameda@example.com

Rubyがインストールされている環境のコンソールで実行します。

実行例:

ruby create_redmine_user.rb userlist.csv



参考情報

Redmine公式サイトのREST APIに関する情報です。


	http://www.redmine.org/projects/redmine/wiki/Rest_Users

	http://www.redmine.org/projects/redmine/wiki/Rest_api_with_curl











(10)チケット一覧画面のカスタマイズ（フィルタと表示項目の変更）

「チケット」タブをクリックすると、デフォルトでは下図のように「ステータス」が「未完了」のフィルタが設定された状態でチケットの一覧が表示されます。今回は表示するチケットを絞り込むフィルタや表示項目を変更してチケット一覧画面を自由にカスタマイズする方法を紹介します。



なお、本記事で紹介するカスタマイズ内容はチケット一覧画面のサイドバーからワンクリックで呼び出すことができる「カスタムクエリ」として保存しておくことができるので、チケット一覧画面を開くたびに設定し直す必要はありません。


フィルタ

条件を設定して表示するチケットを絞り込むことができます。自分に関係のあるチケットのみを表示するためにフィルタをかけたり、たくさんのチケットの中から目的のチケットを探す場合などに役立ちます。

設定例


	「ステータス」＝「未完了」

	「担当者」＝「自分」





また、Redmine 3.4からフィルタの項目に「ファイル」が追加されました。例えば、チケットに添付した資料を探したいときに有用です。ファイル名がわかる場合はファイル名の一部を入力、わからない場合でも「ファイル」を「すべて」にするとファイルが添付されたチケットのみ表示することができます。



Feature #2783: 新たなチケットのフィルタ「ファイル」 (Redmine 3.4 新機能紹介)



オプション（表示項目の設定など）


項目の表示・非表示、表示順

表示する項目や表示順を変更することができます。知りたい情報だけを表示して見やすいチケット一覧画面を作ることができます。

デフォルトでは、左からトラッカー、ステータス、優先度、題名、担当者、更新日が表示されます。



設定例

題名、部数(カスタムフィールド)、担当者、期日を表示します。



設定方法


	「オプション」をクリックして開く

	「利用できる項目」から「選択された項目」に左右の矢印をクリックして項目を移動、上下の矢印をクリックして表示順を変更

	「適用」をクリック





グループ条件

チケットを指定した項目の値ごとにグルーピングして表示します。

ステータスでグルーピング 

カテゴリでグルーピング 



説明、最新の注記

「説明」はチケットの説明欄、「最近の注記」はチケットに入力された注記のうち一番最新のコメントを表示します。チケットの詳細画面を開かずに複数のチケットの概要、最新の進捗状況を把握することができます。

「説明」を表示 

「説明」と「最新の注記」を表示 



合計値

工数を管理している場合は、各チケットに入力した「予定工数」と「作業時間」の合計値を表示することができます。



FAQ:予定工数と作業時間の比較をしたい (Redmine.JP)

また、上記2項目以外にもカスタムフィールドの合計値を表示することもできます。詳細は過去の記事をご参照ください。

Redmineワンポイントチェック(6): カスタムフィールドに入力した数値を集計して合計値を表示する




関連情報


	カスタムクエリ (Redmine.JP 用語解説)











(11)マイページにカスタムクエリを表示する

マイページにはデフォルトで「担当しているチケット」や「報告したチケット」が表示されます。チケット以外にもパーツを追加することで、カレンダーや最新ニュース、作業時間などを表示することができます。

さらにRedmine 3.4からは マイページにカスタムクエリを表示できる ようになり、 表示するチケットを自分でカスタマイズすることが実現可能になりました。

カスタムクエリは、チケット一覧画面でフィルタ条件などを保存して1クリックで表示できる機能です。自由に条件を設定して絞り込んだチケットの一覧を表示することができます。

カスタムクエリを利用して自分好みのマイページにカスタマイズしましょう。


1.カスタムクエリを作成する

まだカスタムクエリを作成していない場合は、はじめにカスタムクエリを作成しましょう。

カスタムクエリの作成方法は下記をご覧ください。
 http://redmine.jp/glossary/c/custom-query/ (Redmine.JP 用語解説)





2.マイページにカスタムクエリを表示する

以下の手順で作成したカスタムクエリをマイページに表示します。


	左上メニュー「マイページ」をクリック

	右上の「追加」のプルダウンより「チケット」を選択する

	「カスタムクエリ」のプルダウンより作成済みのカスタムクエリを選択する

	「保存」をクリック







関連記事


	Feature #1565: カスタムクエリを表示する新たなマイページパーツ「チケット」 (Redmine 3.4 新機能紹介)











(12)ユーザーごとの更新履歴を確認する方法

ユーザー名をクリックすると、そのユーザーの更新履歴を時系列で見ることができます。「さっき自分が更新したチケットを見たい」「ほかのメンバーが今日更新したチケットを見たい」というような場面で活用できる機能です。筆者は会社から帰る前に自分が今日やった仕事を振り返る時に見ています。




自分の更新履歴を確認する方法


	画面右上「ログイン中： akada」のログインIDをクリック

	画面右側に最近の活動が表示され、「活動」をクリックすると続きを表示できます。







ほかのユーザーの更新履歴を確認する方法

自分以外のほかのユーザーの更新履歴が見たい時は、チケットなどに表示されるユーザーの名前をクリックするとそのユーザーの更新履歴を見ることができます。Redmineで表示されるユーザーの名前はすべてユーザー詳細画面へのリンクになっています。



Redmine全体、プロジェクトごとに全ユーザーの更新履歴を確認する方法

また、ユーザー個人の更新履歴以外に、Redmine全体またはプロジェクトごとの全メンバーの更新履歴も確認できます。こちらは「活動」タブから表示できるのでよく知られている機能です。



活動画面に表示する情報は画面右のサイドバーより変更できます。









(13)Wikiページへのリンク記法

Wikiはマニュアルや議事録などプロジェクトのメンバーで共有したい情報の掲載ページを、複数人で共同作成できる機能です。

Wikiページはいずれかのプロジェクトの中に作成しますが、プロジェクトをまたいでチケットやプロジェクトの概要画面などから作成したWikiページへリンクすることができます。


 (例)「Webサイト更新」プロジェクトのWiki




プロジェクト内のWikiページへのリンク記法

プロジェクト内でWikiページへのリンクをする場合は以下のように書きます。
[[Wikiページ名]]

[[]]はツールバーのアイコンをクリックすると簡単に入力できます。

 リンク先はURLではなく日本語のタイトルでOK




入力結果


 チケットの注記にWikiページへのリンクを記述できた






他のプロジェクトのWikiページへのリンク記法

他のプロジェクトのWikiページへリンクすることもできます。例えば、複数のプロジェクトでマニュアルを共有したい場合や、過去の同じようなプロジェクトのWikiを参照するときなどに便利です。

以下のような記法で書きます。
[[プロジェクト名:Wiki名]]


 チケットに他プロジェクトのWikiページへのリンクを追加





Wikiページの見出しへのリンク記法


見出しとは

見出しは、チケットやWikiなどでレベル1〜6まで表示できます。




	Textile
	Markdown





	
	





テキスト書式を Textile と Markdown どちらを選択しているかによって記法が異なります。（テキスト書式の設定：「管理」→「設定」→「全般」→「テキスト書式」）



 入力結果



同じプロジェクトにあるチケットなどからWikiページの見出しへリンクするときの記法です（記法はTextile・Markdown共通）。
[[Wikiページ名#見出し名]]

プロジェクトが異なる場合は、プロジェクトを指定します。
[[プロジェクト名:Wikiページ名#見出し名]]





入力結果





※Redmine 4.0以降では、同一Wikiページ内の見出しへのリンクの場合、Wikiページ名を省略して書くことができます。
[[#見出し名]]





入力結果






Wikiページへのリンクを別の名前で表示

WikiページへのリンクをWikiページ名ではなく、好きな名前で表示することができます（記法はTextile・Markdown共通）。
[[Wikiページ名|表示するテキスト]] 



プロジェクトが異なる場合は、プロジェクトを指定します。
[[プロジェクト名:Wikiページ名|表示するテキスト]]


入力結果






その他の記法

ツールバーのヘルプアイコンをクリックすると、以下のウィンドウ「Wiki記法クリックリファレンス」が表示され、主な記法を確認できます。 


 
 Wiki記法クリックリファレンス



より詳しい記法はRedmineにおけるwiki記法 (Redmine.JP)をご覧ください。


チケットやWikiでは専用の書式「Markdown」または「Textile」を使用できますが、本記事で紹介したWikiページへのリンクはMarkdownとTextileで共通の記述です。書式はRedmine全体の設定なので、2つの書式を併用することはできません（デフォルトの設定はTextile）。後から設定を変更すると、それまでに入力した表示が崩れてしまうので初めにどちらを使うか決めましょう。





関連情報


	wikiの記法は？ (Redmine.JP FAQ)

	新しいWikiページを追加したい (Redmine.JP FAQ)











(14)ロードマップ画面にWikiの内容を表示する

ロードマップはバージョンごとのチケットや進捗状況などを表示する画面ですが、バージョンの簡単な説明文や Wikiページの内容をロードマップ画面に表示することもできます 。WikiはTextileやMarkdownの記法が使えるのでリストや表などを見やすく表示して活用しましょう。

まずは「バージョン」と「ロードマップ」について理解しましょう。


バージョンとは

プロジェクトの実施期間をいくつかの段階（フェーズ）に分割し、チケットを各段階ごとに分類して管理する機能です。一般的なプロジェクト管理の用語では、マイルストーンと呼ばれます。各段階ごとに作業の進捗を管理することで、それぞれの段階での作業のモレを防ぐことができます。








ロードマップとは

プロジェクトの「バージョン」ごとにチケットを表示する画面です。チケットのステータス・進捗率から算出したバージョンごとの進捗状況やバージョンごとにやるべきチケットの一覧を表示します。








新しいバージョンの作成

まずはバージョンを作成して、ロードマップ画面にバージョンを表示させましょう。


操作手順


	プロジェクトの「設定」→「バージョン」→「新しいバージョン」

	「名称」にバージョン名、「説明」に簡単な説明文、期日などを入力する

	「作成」をクリック




 新しいバージョン作成画面




「説明」にはTextileやMarkdownでの入力や改行などができません。また、255文字までの文字数制限があります。TextileやMarkdownを使ってそのバージョンに関する情報をドキュメントとしてまとめたい場合は、後述のロードマップ画面にWikiページの内容を表示する方法を利用するのがよいでしょう。





作成結果

バージョンを1つでも作成すると、プロジェクトメニューに「ロードマップ」が追加されます。


 ロードマップ画面






チケットの対象バージョンを設定する

チケットの対象バージョンを設定して、ロードマップ画面でバージョンごとにチケットを表示します。


操作手順

チケット一覧画面でまとめて「対象バージョン」を設定すると便利です。


	チケット一覧画面で対象のチケットを選択

	右クリックでコンテキストメニューを表示する

	対象バージョンをクリック




 チケット一覧画面





設定結果


 ロードマップ画面






ロードマップ画面にWikiページの内容を表示する

バージョンに関する情報を記述したWikiページの内容を、ロードマップ画面に表示することができます。そのためにはバージョンにWikiページを設定します。


 Wikiページ




Wikiページの作成方法はこちらをご参照ください。
 新しいWikiページを追加したい (Redmine.JP FAQ)




操作手順


	ロードマップ画面を開く

	右上の鉛筆アイコンをクリックして、バージョン編集画面を開く

	「Wikiページ」にWikiページ名を入力する

	「保存」をクリック




 バージョン編集画面





設定結果


 ロードマップ画面






バージョンに設定したWikiページを編集する

ロードマップ画面から2クリックでWikiページの編集画面に移動できます。


操作手順


	ロードマップ画面を開く

	バージョンの名称をクリック

	右上の「関連するWikiページを編集: ○○○○○」をクリック











関連情報


	バージョン (Redmine.JP Redmine用語解説)

	ロードマップ (Redmine.JP Redmine用語解説)

	新しいWikiページを追加したい (Redmine.JP FAQ)











(15)チケットの注記（コメント）へのリンク

チケット上にたくさん入力された注記の中から目的の注記へ直接移動できる チケット内の特定の注記（コメント）へのリンク を作成できます。

注記には一つずつ番号があり、「https://www.redmine.org/issues/10485#note-10」のように「チケット番号（10485）」と「#note-注記の番号（10）」を入力するとチケットの特定の注記へリンクを作成することができます。


簡単な注記へのリンク作成方法


	チケットの履歴からリンクしたい注記の番号をクリックする

	ブラウザのアドレスバーに表示されているURLをコピーする








また、Redmine内であれば下図の「#29712#note-9」のように「#チケット番号」と「#note-注記の番号」を記載するだけで特定の注記へのリンクを作成することができます。



 使用例





注記とは

「注記」は、作業に関する記録や他の担当者への連絡事項などのコメントをチケットに入力できる機能です。

口頭やメールでやりとりする代わりにチケットを使うことで、その作業をどう進めたのか、どんな議論があったのか、チケット上に記録を残すことができます。注記は何回でも追加でき、追加するとそれぞれが時系列で履歴欄に表示されます。作業内容を後で振り返ったり、作業をほかの担当者に引き継ぐときに役立ちます。



 デフォルトでは注記は古い順に表示される。「個人設定」→「コメントの表示順」で新しい順に変更可能。











(16)「担当者」と「期日」を入力してリマインダメールの送信対象にする

リマインダメールの送信は、「担当者」と「期日」の両方が入力されているチケットが対象です。本記事ではチケット作成時に「担当者」と「期日」の入力を忘れないための有効な設定を2つご紹介します。


リマインダメールとは

チケットを作った後、そのタスクを忘れてしまうことはありませんか？

Redmineには期日が迫っている・過ぎてしまったチケットの一覧をメールで通知する「リマインダ」機能があります。毎日決まった時間にリマインダが送信されるように設定しておけば、期日が過ぎたままチケットが放置されてしまうのを防ぐことができます。自分がやるべき作業だけでなく、作業を依頼した相手が忘れてしまうのを防ぐ効果もあります。



 リマインダメールの例





リマインダメールの送信方法

リマインダメールの送信方法は、期日が間近のチケットをメールで通知する（リマインダ機能）をご覧ください。



【おすすめ設定1】必須入力に設定する

「担当者」と「期日」を必須入力に設定すれば、入力漏れを防ぐことができます。


 チケット作成画面で未入力のまま「作成」をクリックするとメッセージを表示




設定手順


	「管理」→「ワークフロー」→「フィールドに対する権限」

	ロールとトラッカーの組み合わせを選択して「編集」をクリック

	「担当者」・「期日」とステータスが交わる箇所を「必須」に変更

	「保存」をクリック




 （例）すべてのロール・トラッカーで「新規」ステータスの時に「担当者」と「期日」を必須入力に設定



より詳しい設定方法は、チケットの担当者を必須入力項目にするをご覧ください。




【おすすめ設定2】デフォルト値を設定する（担当者のみ）

「担当者」については必須入力にする方法以外に、デフォルトの担当者を設定する方法もあります。チケット作成時に担当者を選択しなかった場合に自動で設定されます。


設定手順


	プロジェクトの「設定」→「チケットトラッキング」

	「デフォルトの担当者」を選択

	「保存」をクリック








※この機能はRedmine 3.4以降で利用できます。




関連情報


	Feature #482: プロジェクトごとにデフォルトの担当者を設定 (Redmine 3.4 新機能紹介)











(17)カスタムフィールドを使ってチケットのフィールドに入力できる文字・文字数を制限する

チケットのフィールドに入力できる文字や文字数を制限するにはカスタムフィールドの「最短 - 最大長」と「正規表現」を使います。決まった形式の管理番号や電話番号を入力したいときなどに活用できます。



 正規表現で指定した文字以外を入力するとメッセージが表示される




設定手順


	「管理」→「カスタムフィールド」→「新しいカスタムフィールド」→チケットが選択された状態で「次」をクリック






	形式を選ぶ
 ※ 最短 - 最大長 と 正規表現 が使用できる形式は「テキスト」「リンク」「少数」「整数」「長いテキスト」です。

	名称を入力する

	文字数（最短 - 最大長）、正規表現を入力する
 最短 - 最大長
 最短・最長の文字数を入力します。例えば、3文字以上5文字以内の場合は「3-5」です。
 正規表現
 例





	
意味

	
正規表現

	
マッチする入力例




	
数字のみ（文字列を含まない）

	
^[\d]*$

	
0123456789




	
数字を含まない文字列のみ（ひらがなカタカナ漢字アルファベット記号など）

	
^[^0-9]*$

	
Redmineはオープンソースです。




	
アルファベットのみ

	
^[a-zA-Z]*$

	
abcABC




	
アルファベット大文字4文字と、後続する1桁以上の数字

	
^[A-Z]{4}\d+$

	
ABCD123456




	
アルファベット大文字4文字と、後続する4桁の数字

	
^[A-Z]{4}\d{4}$

	
ABCD1234





正規表現とは？
 正規表現についての詳しい情報はRuby リファレンスマニュアルをご覧ください。


	使用するトラッカー、プロジェクトをONにする

	「保存」をクリック

 例：「3文字以上5文字以内」の「数字のみ」入力するよう制限














(18)サマリー画面でステータスごとのチケット数を表示する虫眼鏡アイコン

チケットの集計機能「サマリー」は、プロジェクト内のチケットをトラッカー/優先度/担当者/作成者/バージョン/サブプロジェクト/カテゴリごとに分類して集計し、未完了・完了・合計のチケット数を表示します。プロジェクトの進捗度合いやメンバーごとの手持ちの作業量の把握などに利用できます。


 サマリー画面




 また、虫眼鏡アイコンをクリックすると、未完了・完了のチケット数をより細かいステータスごとに表示できます。

※プロジェクトで使用中のステータスのみが表示されるのはRedmine 4.0以降です。


 ステータスごとにチケット数を表示




 表内の数値はリンクになっていて、クリックすると該当のチケット一覧画面に移動します。サマリー画面で全体的な傾向を確認後に数値のリンクをクリックしてチケット一覧を表示して具体的な内容を把握し、プロジェクトの進行のために必要な行動をとるという使い方ができます。


操作手順


	プロジェクトの「概要」画面の「サマリー」をクリック

もしくはチケット、ガントチャート、カレンダー画面の右サイドバーにある「サマリー」をクリック 


	虫眼鏡アイコンをクリック 






関連情報


	チケットのサマリー (Redmineガイド)











(19)チケット作成のコツ【完了条件を明記する】

チケットを作成するときには「終了しやすさ」を意識して題名や説明を入力しましょう。完了条件が不明確なチケットはなかなか終了することができず、放置される原因になりがちです。タスクがどういう状態になれば完了となるのか（チケットを終了するのか）を明記することにより、効率よくタスクをこなすことができます。


完了条件が不明確なチケット例

お客様よりソフトウェアのバグを報告され、バグを修正するために社内Redmineに作成したチケットの例です。



このチケットはどうなったら終了となるのでしょうか。


	修正パッチを開発したら完了？

	修正パッチを開発したことをお客様に報告したら完了？

	修正パッチがソフトウェアに反映されてリリースしたら完了？





完了条件を明記したチケット例


「説明」に書く

「説明」にどうなったらチケットを終了するか条件を明記するとゴールがはっきりします。





専用のカスタムフィールドを作る

「説明」に書き忘れるのを防いだり、初めてRedmineを使う方にも書いてもらえるように、完了条件を書く専用のカスタムフィールドを作成するのも方法の一つかもしれません。


 カスタムフィールド「完了条件」を作成






完了条件を書くのが難しい場合は？

もし完了条件を書くのが難しいチケットであれば、完了条件を書ける単位までタスクを細かく分けて、親子チケットを活用するのがよいでしょう。完了条件が不明確なチケットは作らないように心がけましょう。









(20)カスタムフィールドでTextileやMarkdown記法を使って入力する

チケットの「説明」やWikiでは、TextileやMarkdown記法で入力できます。記法を使うと、太字や番号付きリスト、画像の埋め込み、表などを表現できます。書式の記述にTextileかMarkdownのどちらを使うのかは、「管理」→「設定」→「全般」→「テキスト書式」で設定します。

カスタムフィールドのうち「テキスト」と「長いテキスト」形式はテキスト書式に対応しているので、TextileやMarkdownを使って入力することができます。そのためには、カスタムフィールドの設定画面で 「テキスト書式」をON にします。



 【チケット作成画面】「説明」やWikiと同じようにTextileやMarkdownで入力できる





 【作成されたチケット画面】太字や表などを表示できる




設定手順







	「管理」→「カスタムフィールド」→「新しいカスタムフィールド」→チケットが選択された状態で「次」をクリック

	形式を選ぶ
 ※テキスト書式が使用できる形式は「テキスト」と「長いテキスト」です。

	名称を入力する

	「テキスト書式」をONにする

	使用するトラッカー、プロジェクトをONにする

	「保存」をクリック





 「テキスト書式」をONにするとTextileやMarkdown記法で入力できる





関連情報


	wikiの記法は？ (Redmine.JP FAQ)











(21)間違えてチケットを削除しないように権限をOFFにする

チケットは削除してしまうと元に戻せません。間違えてチケットを削除してしまわないために、「チケットの削除」権限をOFFにしましょう。権限はロールごとに設定しますが、チケットの削除はすべてのロールでOFFにすることをおすすめします。



 「チケットの削除」権限ON





 「チケットの削除」権限OFF




設定手順


	「管理」→「ロールと権限」をクリック






	「権限レポート」をクリック






	「チケットの削除」をOFF
（左端の緑色チェックアイコンをクリックすると一括でON/OFFできます）






	「保存」をクリック





注意点


	すべてのロールで「チケットの削除」権限をOFFにしても、システム管理者権限を持つユーザーの画面では、チケット画面に「削除」は表示されたまま となります。システム管理者はすべての操作・すべての情報の閲覧ができるため、適用されません。

	権限の設定は、システム管理者権限を持つユーザーのみができる操作です。

	権限はRedmine全体の設定（すべてのプロジェクト共通）です。











(22)プロジェクト一覧画面で表示順を並べ替える裏技

プロジェクト一覧画面（左上のメニュー「プロジェクト」をクリックすると表示される画面）では、プロジェクトの一覧が名称順（文字コード順）に表示されます。Redmineの機能として並べ替えの機能はありませんが、 プロジェクト名の頭に数字をつけることで並び順を変更できます 。



 変更前（上記の画面はRedmine 4.0のもの）





 変更後




プロジェクト名の変更方法


	左上のメニュー「管理」→1番上の「プロジェクト」→プロジェクト名をクリック






	「名称」を変更


 プロジェクト名の頭に数字をつける




	「保存」をクリック





注意点


異なるプロジェクトのWikiページへのリンク

異なるプロジェクトのWikiページへのリンクは [[プロジェクト名:Wiki名]] のようにプロジェクト名を記法に含みます。プロジェクト名を変更するとリンク切れになります。必要に応じて必要な箇所のリンクを修正しましょう。



通知メールの件名

チケットなど更新した時に送信される通知メールの件名にはプロジェクト名が含まれます。プロジェクト名を変更すると、メールの件名にも反映されます。



 件名の例












(23)カスタムフィールドの並べ替え方法と注意点

チケットの標準フィールドは並べ替えることができませんが、カスタムフィールドは並べ替えが可能です。ドラッグ＆ドロップで簡単にできます。


カスタムフィールドの並べ替え方法


	左上のメニュー「管理」→「カスタムフィールド」をクリック 

	緑色の矢印をドラッグ＆ドロップして、並び順を変更する










注意点


	標準フィールドより上にカスタムフィールドを表示することはできません。


 赤枠内で並べ替えが可能




	「長いテキスト」形式のカスタムフィールドは「ワイド表示」をONにすると横幅を広く表示することができますが、 並び順に関係なく一番下に表示します 。「長いテキスト」形式のカスタムフィールドをフィールドとフィールドの間に位置したい場合は、「ワイド表示」をOFFにしましょう。


 「管理」→「カスタムフィールド」→カスタムフィールドの編集画面





 形式：長いテキスト
 ワイド表示：OFF




	カスタムフィールドの並び順はRedmine全体で一つの設定です。複数プロジェクトでカスタムフィールドを使用する場合、プロジェクトやトラッカーごとに並び順は設定できません。





関連記事


	Redmine 3.3新機能紹介: ステータス・トラッカー・ロールなどをドラッグ＆ドロップで並べ替え (Redmine 3.3新機能紹介)











(24)Wikiページを親子関係にする

Wikiページは無制限に親子階層を作ってページを追加することができます。親子関係を活用して手順や議事録をまとめてみましょう。

「Wiki」タブを開いた画面のサイドバーの「索引(名前順)」をクリックすると、親子関係でWikiページ一覧が表示されます。また、子ページにパンくずリストが表示されます。



 黒丸が親ページ、白丸が子ページ



この記事ではWikiページを親子関係にする2つの方法を紹介します。


	親ページを指定して子ページを作成する方法

	作成したWikiページを親子関係にする方法




1.親ページを指定して子ページを作成する方法


	左上のプラスボタンまたは右上のメニューから「新しいWikiページ」をクリック
  

	子ページのタイトルを入力して「次」をクリック

	親ページのプルダウンから、親としたいWikiページを選ぶ 

	「保存」をクリック





2.作成したWikiページを親子関係にする方法

親ページと子ページをそれぞれ作ってから、あとで親ページを指定したり変更することもできます。


	子となるWikiページを開く

	右上の「編集」または「名前変更」をクリック

	親ページのプルダウンから、親とするWikiページを選ぶ 

	「保存」または「名前変更」をクリック





関連記事


	Wiki (Redmineガイド)

	新しいWikiページを追加したい (Redmine.JP FAQ)

	はじめてのRedmine使いこなし術(2)：Wikiページへのリンク記法 (はじめてのRedmine使いこなし術)











(25)Wikiページ一覧を簡単に表示する

表示したい目的のWikiページを開くとき、索引から表示していますか？それともWikiページ内に貼ったリンクから移動していますか？

今回は基本的な 全ページの一覧（索引）を表示する方法 と、 Wikiページ内にマクロを記載して子ページの一覧を表示する方法 を紹介します。


全ページの一覧（索引）を表示する方法

プロジェクトの「Wiki」タブをクリックし、右サイドバーの「索引(名前順)」または「索引(日付順)」をクリックしてみてください。プロジェクトのWikiの全ページの一覧が表示されます。



 Wikiの右サイドバーに一覧へのリンクがある



「索引(名前順)」は名前順に階層で、「索引(日付順)」は更新日順で表示されます。どこにWikiページを作ったか分からなくなったときなどに、索引を表示すれば位置がわかって役立ちます。



Wikiページ内に作成した子ページの一覧を表示する方法

Wikiページ内にそのWikiページの子ページ一覧を表示することもできます。 そのためには、マクロを利用します。Wikiページを親子関係にする方法は前のページの(24)Wikiページを親子関係にするをご覧ください。


{{child_pages}}




 親ページのWikiページにマクロを挿入





 子ページに指定しているリストが表示される



また、以下のように書くと何階層まで表示するのか指定することもできます。多階層にWikiページを作っている場合に便利です。

2階層まで表示する場合の記述例：

{{child_pages(depth=2)}}




関連記事


	Wiki (Redmineガイド)

	新しいWikiページを追加したい (Redmine.JP FAQ)

	はじめてのRedmine使いこなし術(2)：Wikiページへのリンク記法 (はじめてのRedmine使いこなし術)

	はじめてのRedmine使いこなし術(13)：Wikiページを親子関係にする (はじめてのRedmine使いこなし術)











(26)チケットの添付ファイルを一覧表示する

チケットに添付したファイルを一覧で表示するには、以下の2つの操作を行います。


	添付ファイルがあるチケットだけに絞り込む

	チケット一覧画面に「ファイル」フィールドを表示する





 チケット一覧画面にファイルを表示




表示方法


	「チケット」タブをクリックしてチケット一覧画面を表示する

	「ステータス」を「未完了」から「すべて」に変更する

（終了したチケットに添付されたファイルも表示する場合のみ）

	右上「フィルタ追加」のプルダウンメニューから「ファイル」を選択する

	「含む」と表示されているプルダウンメニューを「すべて」に変更する

	オプションを開いて、項目「ファイル」を「利用できる項目」から「選択された項目」へ「→」ボタンで移動する

	「適用」をクリック








表示方法4で「すべて」ではなく「含む」を選びファイル名の一部を入力すれば、指定した名前のファイルが添付されているチケットを抽出することもできます。チケットに添付したファイルを探すときなどに役立ちます。



 dscからはじまるjpgファイルが添付されたチケットを抽出





設定内容を保存する（カスタムクエリ）

上記で行ったフィルタや表示する項目の設定は「カスタムクエリ」として保存することができます。保存すると、チケット一覧画面で毎回設定しなくても1クリックで簡単に表示できます。設定方法は下記サイトをご覧ください。

カスタムクエリ



関連記事


	Feature #2783: 新たなチケットのフィルタ「ファイル」 (Redmine 3.4 新機能紹介)











(27)ガントチャート画面でチケットを更新する

ガントチャート画面でチケットの項目を更新できることをご存知ですか？ステータスや担当者、進捗率などチケットの一部の項目は、チケット画面に移動しなくてもガントチャート画面で更新できます。


ガントチャート画面でのチケット更新は、Redmine 4.0以降で利用できる機能です。
 Feature #10485: Add new context menu in Gantt view for each issue




更新方法


	ガントチャート画面のチケットの題名またはバーの上で右クリック

	コンテキストメニューが表示される

	更新する項目のメニューを選ぶ



メニューに表示されていない項目は、一番上の「編集」をクリックすると編集画面が開いて更新できます。



 右クリックでコンテキストメニュー表示





複数チケットを一括更新する方法

「Ctrlキー（Windows）」または「⌘キー（Mac）」を押しながらクリックすると複数チケットを選択でき、一括更新ができます。






また、ガントチャート画面以外にもチケット一覧画面やロードマップ画面などでもコンテキストメニューは利用できます。



関連情報


	Redmineワンポイントチェック(3): コンテキストメニューを使って複数チケットをまとめて更新する (Redmineワンポイントチェック)











(28)Wikiのサイドバーに表示する内容をカスタマイズする

Wikiのサイドバーにはメインページや索引へのリンクが表示されていますが、その他にも表示したい情報を自由に掲載できます。掲載内容はWiki全ページのサイドバーに常時表示されます。



 Wiki記法が利用できるので、画像や表も表示できます。



サイドバーをカスタマイズするためには 「Sidebar」というタイトルのWikiページを新しく作成します。 サイドバーにはWikiページ「Sidebar」の掲載内容がそのまま表示されるので、「Sidebar」を編集することでWikiのサイドバーに表示される内容を編集できます。


「Sidebar」を作成する方法


	＋アイコンまたは右上のメニューから「新しいWikiページ」をクリック

	タイトルに「Sidebar」と入力して「次」をクリック






	開いたページにサイドバーに表示したい内容を入力する






	「保存」をクリックすると、サイドバーに反映される





「Sidebar」を編集する方法


	サイドバーの「索引(名前順)」または「索引(日付順)」をクリック

	「Sidebar」をクリック






	右上の「編集」をクリック

	ページ内容を編集して「保存」をクリック











(29)ユーザー一覧のCSVファイルをエクスポートする

Redmineに登録したユーザーの一覧をCSVファイルでエクスポートできる機能があります。ログインID、名前、メールアドレス、作成日時（ユーザー登録した日時）、最終接続日時などの情報を出力します。CSVファイルはアカウント付与状況を管理する場合などデータとして活用できます。



 エクスポートしたCSVファイル




ユーザー一覧のCSVエクスポートは、Redmine 4.0以降で利用できる機能です。
 Patch #10485: Export users list to CSV




エクスポート方法


	画面左上メニュー「管理」→「ユーザー」をクリック

	ユーザー一覧の右下「他の形式にエクスポート」の「CSV」をクリック

	エンコーディング（CP932 / UTF-8）を選び、「エクスポート」をクリック





 この操作はシステム管理者だけに可能です。





関連情報

ユーザーをCSVインポートする機能はありませんが、REST APIを使えば一括登録できます。

Redmineワンポイントチェック(9): REST APIを使ってユーザーを一括登録する (Redmineワンポイントチェック) 









(30)正規表現による入力制限でチケットへの日時入力を実現する

Redmineは開始日・期日など「日にち単位」での入力なので時刻は入力できません。しかしながら、カスタムフィールドの正規表現による入力形式の制限を行えば、指定した形式（YYYY/MM/DD HH:MM）でユーザーが入力するように制限できます。



 日時を入力したチケット画面





 入力形式が一致しない場合はエラー表示




設定方法


	「管理」→「カスタムフィールド」→「新しいカスタムフィールド」→「チケット」を選択したまま「次」をクリック

	「新しいカスタムフィールド」画面で下表の内容を設定後、「作成」をクリック





	
入力項目

	
設定内容




	
形式

	
テキスト




	
名称

	
〇〇日時など




	
正規表現

	
^\d{4}/\d{2}/\d{2} \d{2}:\d{2}$




	
デフォルト値

	
9999/99/99 99:99 

※ 新しいチケット画面を開いたときユーザーがどのような形式で入力すべきかわかるように、デフォルト値として 9999/99/99 99:99 を表示する。




	
トラッカー

	
このフィールドを使用するトラッカーをON




	
プロジェクト

	
このフィールドを使用するプロジェクトをON





なお、日付はカレンダーからの入力には対応していません（数字を直接入力する）。



 新しいカスタムフィールド作成画面





関連情報

今回の日時以外にも、正規表現を使えば入力制限を実現できます。詳しく知りたい方は下記の記事をご覧ください。

はじめてのRedmine使いこなし術(6)：カスタムフィールドを使ってチケットのフィールドに入力できる文字・文字数を制限する (はじめてのRedmine使いこなし術)









おわりに

最後までお読みいただきありがとうございました。Redmineには便利な機能がまだまだあります。Redmine.JP Blog（http://blog.redmine.jp/）では、Redmineの最新情報や新機能なども紹介しています。ぜひご覧ください。
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